
熊本県立大学
学生活動報告

SalVage
～規格外野菜を救い隊～
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１．活動の目的

・熊本県内の規格外野菜について調査し、その
内容について私たち学生と同世代の方々に知っ
てもらうこと

・様々な地域の方への取材を通じた地域理解と
地域創生
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２．活動内容

3



①．農家さんへの取材

•熊本県内の15市町村の農家さんに話を
聞くことができた（令和3年9月時点）

•地域の魅力についても取材

•実際にその地域に行くことによって地
域の方との交流もできた
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②．SNSでの発信

• SNSを通じて県内外の同じような活動
をする学生や農家さんとの繋がりがで
きた

• SNSを通じて県内外の学生から問い合
わせ

•学生からの注目度の高さを感じさせた
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③．学食での提供
（食育の日）

•食育推進室と協力し規格外野菜を
使用したお弁当のメニューを提供

•規格外野菜のお土産も一緒に配布

•実際に調理した写真をSNS通じて
送られてきたりしたので好評だっ
たようだ

•野菜染めのポスターを飾り野菜の
魅力が伝わるように
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④．マルシェへの参加
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⑤．規格外の花を飾る

•コロナ禍でなかなか歓迎式がな
い新入生のために新入生歓迎の
規格外のお花を学内に飾った

•花の規格外品というものの存在
も知ってもらえたのではないか

•持ち帰り用のお花も準備するこ
とで花育の一面も
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新成人対象フラワーアレンジメント教室

10



⑥．農家さんのお手伝い

•東海大学援農サークルと農家さん手
伝い

•東海大生とつながることで農家さん
や農業についての情報交換

•実際に収穫体験をしてみることで規
格外野菜について理解を深めた

•規格外野菜以外にも廃棄野菜の存在
を認識

•出荷できるものは収穫量の半分以下
のことが多かった
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⑦．動画作成

•「規格外野菜を切ってみた」
という動画は規格外品でも食
べられることをアピール

•小さな子にも見てもらえるよ
うな工夫

•シリーズ化し県外の学生とも
コラボも実施
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３．活動を通して分かったこと
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•規格外野菜の量は農家さんによっても、野菜の種類によっ
ても異なる

•規格外野菜以外にも廃棄野菜の存在がある

•規格外野菜は直売所で販売されていたり、ジュース用・加
工用・冷凍用・パウダー用として利用されている

•規格外野菜は収穫が追い付かないことが原因の一つ

（収穫が追い付かない理由：異常気象、人手不足、人手を増
やすと利益がでない等）

•規格外野菜の方が消費者のニーズに合っている場合がある

（現在の規格についての疑問を感じる農家さんも）
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